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日本の木材活用リレー ～みんなで作る選手村ビレッジプラザ～ 

全国 63 自治体から提供いただいた木材の返却を開始 
 

東京 2020 組織委員会は、本日より、全国 63 自治体から選手村のビレッジプラザに提供いただい
た木材の返却を開始いたしました。 

木材返却初日となった本日は、橋本聖子会長が視察に訪れ、トラックへの木材積み込みや返却木材
への焼印の様子を視察しました。木材の返却は工事状況に応じて順次行っていく予定であり、2022 年
2 月末までに完了する予定です。また、ビレッジプラザの解体は 2022 年 3 月末に完了予定です。 
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■施設概要 
・ 名    称 ： 選手村ビレッジプラザ 
・ 所  在  地 ： 東京都中央区晴海 4 丁目 
・ 延 床 面 積  ： 約 5,300 ㎡（5 棟分） 
・ 使 用 木 材  ： 約 4 万本（約 1,300 ㎥） 
・ 高 さ （最高）： 約 7ｍ（地上 1 階） 
・ 構    造 ： 木造 

 
＜「日本の木材活用リレー ～みんなで作る選手村ビレッジプラザ～」について＞ 

東京 2020 組織委員会では、オールジャパンで大会を盛り上げるとともに、環境に配慮した持続可能
な大会を実現するために、国産木材を使用して選手村ビレッジプラザを建築し、大会で使われた木材を
レガシーとして各地で活用するプロジェクト「日本の木材活用リレー ～みんなで作る選手村ビレッジ
プラザ～」を立ち上げました。 

このプロジェクトでは、全国を対象にした公募により、応募のあった 63 自治体から借り受けた約 4
万本の木材を使用し、木造平屋建て約 5,300 ㎡弱の選手村ビレッジプラザを建築しました。 

全国の木材で一つの建物を作ることでオールジャパンの大会参画を実現し、各地の木材を建物の様々
な箇所に使うことで多様性と調和を表現しました。また、国際森林認証等を受けた木材を使用し、大会
後に再利用することで、環境負荷を低減し、持続可能性の実現を目指します。 

返却された木材は各自治体において、大会の記憶や大会参画の証が残されるように、公共施設などで
活用され、レガシーとして引き継がれる予定です。 

 
＜焼印について＞ 

各自治体から提供いただいた木材を返却する際、東京 2020 大会で使用された証として以下の焼印を
行っております。 
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＜ビレッジプラザ配置図＞ 
木材提供自治体と配置図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

CLT：Cross Laminated Timber の略。繊維方向が直交するように積層接着した木質材 
 
 
 
＜各棟の用途と木材架構形成＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ドライクリーニング、ビレッジ
プラザ内医務室、ヘアサロン、
日本文化コーナー等 

ゲストパスセンター、 
ベニューメディアセンター等 

東京 2020 オフィシャルショ
ップ、雑貨店等 

銀行、ATM、クーリエカウ
ンター、プラザインフォメー
ション、フォトスタジオ、郵
便局、東京シティインフォメ
ーション等 

インターネットラウンジ＆ 
カフェ等 



 

 
  4 / 4 

■使用目的に則した 3 つの木構造架構 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜オフィシャル素材の提供について＞ 

選手村ビレッジプラザの解体の様子について、以下の URL からダウンロードいただけます。 
https://media.tokyo2020.org/jp/press-room/press-kit/data/After-The-Games.zip 
Username: PressRoom 
PW: AccessTokyo2020PressRoom 

 
ご使用される際は以下の注意事項にご留意ください。 
・配布素材は、報道機関の番組での使用、新聞・雑誌・インターネット記事の編集目的においてのみ

使用可能です。 
・使用の際には「©Tokyo 2020」または、「Tokyo 2020 提供」の記載をお願いします。 

 
【本件に関するお問い合わせ】 
（報道関係者専用） 
東京 2020 組織委員会 
広報局広報部戦略広報課 
担当：熊谷、小倉 
電話：03-6631-1949 
Email：pressoffice@tokyo2020.jp 

 
（報道関係者以外） 
 東京 2020 お問い合わせ窓口 
電話番号：0570-09-2020（有料） 
受付時間：9：00～17：00 

土日祝日、年末年始を除く 
 

 

レシプロカル架構 
・間仕切り壁を必要としない空間に適している 
・3 本の斜柱をツイストさせた組柱により、 

耐震性を持たせた構造 

格子梁架構 
・事務所などの小空間に適している 
・鋼製ブレースと斜め方向の組み梁により、耐震 

性を持たせた構造 

トラスアーチ架構 
・会見の場など大空間に適している 
・樹形状のつえを段階的に追出すことにより、 

大スパンを可能とする構造 

https://media.tokyo2020.org/jp/press-room/press-kit/data/After-The-Games.zip
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